
　　２月１９日（月）と２０日（火）は、６年生が２クラスずつ、最後の調理実習を行いました。メニューは、ジャーマンポテ
トと野菜のベーコン巻のいずれか１つを選び、みそ汁も作りました。地域のボランティアの方々にアドバイスをいただ
きながら、楽しく調理しました。出来栄えもなかなかのものでした。私も、とても美味しくいただきました＼(＾o＾)／

　　２月２６日（月）、「６年生を送る会」が行われました。コロナ禍により、昨年まではリ
モートで行われましたが、体育館に全校児童が集まって行いました。各学年からは真心
のこもった合唱、劇、手話、クイズが演じられました。そのあと、６年生の一人一人に、２
～４年からのプレゼントが贈られました。６年生からはお礼の気持ちを込めて、在校生に
大演奏を贈りました。

６年生を送る会　♬

　　薬物乱用防止教室（６年生）

　　薬物乱用防止５か条
１　薬物乱用は、自分の心と体はもちろん、
　　大切な人を傷つけ、社会に悪影響を与えてしまう
　　行為である！
２　薬物乱用は、「１回だけ」が重大な結果を招く！
３　薬物乱用の危険は身近にある！
　　「自分とは関係ない」と思わないこと！
４　誘われても「ＮＯ」と断る勇気を！
５　困ったときは、保護者や信頼できる大人に相談を！

　おさらい
・インターネットの偽情報にだまされてはいけない！
・大麻は、脳の正常な成長を妨げる危険な薬物！
・薬物使用は、努力することや気力を奪い、
　これまで感じていた幸せが感じられなくなる！
・薬物使用は、同級生や知人から誘われる！
・薬物は、強い依存性があるから、
　　一度使うと抜けられなくなる！
　大切なのは、正しい知識と断る勇気！

　　２月１３日（火）、６年生は香芝警察署の方をお招きして「薬物乱用防止教室」を受講しました。
　　薬物乱用とは、社会のルールからはずれた方法や目的で薬物を使うことです。医療目的の薬物は治療や検査のた
めに使われるものです。だから、遊びや快楽を求めるために薬物の使用することは、たった１回の使用であっても乱
用になります。例えば、大麻は、人の身体や精神に悪い影響を与え、依存性のある薬物です。大麻を乱用すると幻覚
を引き起こし、衝動的行動を起こしたり、記憶障害を引き起こしたりするほか、精神病を発症する恐れがあるなどの危
険性が指摘されています。

家庭科調理実習 with ボランティア

下小ブルーの風に乗って！
【令和６年３月2２日 第２７号 香芝市立下田小学校 校長室発行】

今月の二上山

３月なのに冬空でした

６年生・お礼の大演奏５年生・タイムスリップ劇２年生・クイズ歌「ね」４年生・劇「さすが６年生」

１年生・音楽物語「くじらぐも」３年生・手話「この広い星の上で」６年生が颯爽と入場してきました!!

ボランティア（左端）の方に

見守られながら、作りました

どの具材も上手

に切れました
ジャガイモは、皮をむいた後、

芽も取り除きましょう

メニューで

異なる具材
本日のレシピ



ホンモノにふれる　～和楽器との出会い～

　　２月１５日（木）、香芝市三曲協会の方々をゲストティーチャーとしてお招きし、４年生の音楽授業として、琴や尺八
の演奏を聴き、琴の体験をしました。どの子も、初めての体験でしたが、一生懸命に弾いていました。三曲協会の皆
様、お忙しい中、子どもたちのためにご指導をいただき、ありがとうございました。

いのちの教育プログラムⅢ

　　２月２０日（火）、うだ・アニマルパークの先生方をお招きして、２年生は「いのちの教育プログラム」を受けました。
今回は３つめのプログラムです。「動物のために私たちができること」をテーマにして、ペットに対して、家畜に対し
て、野生動物に対して、それぞれの動物が心も体も健やかによりよく生きるために「私たちができること」を考えまし
た。うだアニの先生の質問を、どの子も一生懸命に考えていました。中には、私自身が「ハッとする」考えもありまし
た。うだ・アニマルパークの先生方、遠いところへ何度もお越しいただき、子どもたちはたくさんの学びをいただきまし
た。本当にありがとうございます。

　　　「奈良県市町村対抗子ども駅伝」

　　３月１１日（月）、２年生ではクロームブックを使ったプログラミング授業を体験しました。タブレット上に、自分で絵
をかいて、ソフトに組み込まれている動きを選んで、自分が描いた絵を画面上で動かすというプログラムです。動く方
向、動くスピード、そして動かす絵の大きさや数など、一人一人の考えがそのままプログラムされます。自分で考えた
動きを実際に見ることで、さらに想像力が働き、様々な展開になりました。子どもたちは、歓声を上げながら自分のプ
ログラムを組み、実際に動かしてみて、さらにプログラムを加えたり変更したりしています。このように「『楽しみながら
学ぶ』体験は、特に低学年の子どもたちには必要だなあ。」と感じました。

「奈良県小学校金管フェスティバル」に向けて

　　３月２日（土）、冷たく強い風が吹く中で、「奈良県市町村対抗子ども駅伝」が行われまし
た。本校からは、６年生の栗牧くんが香芝市チームの第２走として出場しました。第１走から７
位で受けたたすきを５位でつなぎました。最終順位は第６位で表彰されました。さらに、昨年
度より大幅に順位を上げたことから、ステップアップ賞を受賞しました。今年は、入賞をめざ
して、これまでよりも練習を重ねてきましたので、選手はもちろん関係者のみなさんの喜びも
大きかったです。

クロームブックを使ったプログラミング授業

　　２月２２日（木）、２５日（日）に出演する「奈良県小学校金管フェスティバル」のため
に練習を重ねてきた演奏を、全校児童に向けて披露しました。「名探偵コナンメインテー
マ」「スカイアドベンチャー」「キセキ」の３曲は、どれも迫力がありました。
フェスティバルの本番でも、最後列で聴いていた私の心にも大きく響く演奏でした。
金管クラブのみなさん、これからも練習を重ねてステキな演奏を聴かせてくださいね。



　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全校朝会のお話【３月４日】
　　みなさん、おはようございます。
　　今月は、「よりよく生きる喜び」についてお話しします。

　　人は、だれでもみんな２つの顔をもっています。
　　どんな顔かというと、「もうあかん」とあきらめてしまう、
　　「これくらいならズルしてもいいや」と思って、ズルをしてしまう、
　　「こんなんしんどいわ」と、楽なほうを選んでしまう、
　　さらには、だれかをねたんだり、恨んだり、うらやましいと思ってしまう。
　　心の弱さに負けてしまう顔です。

　　でも、そんな自分の弱さに負けないで頑張ろうとする顔もあります。
　　この顔のときには、例えば、優れたスポーツ選手に憧れて、自分もがんばろうとします。
　　例えば、芸術や文化に優れた人に憧れることもあります。
　　これら以外にも、２学期の終業式や３学期の始業式にお話ししました
　　「崇高な生き方や気高い生き方」を求める顔です。

　　たいせつなことは、自分の中にある弱い心を認めるけれど、
　　自分のよさや可能性を大切にする心や
　　自分の心に誇りをもてる生き方に近づこうとする心があることを忘れないで、
　　弱い心を乗り越えようとする気持ちと、自分にうそをつかない、ごまかさない心で
　　乗り越えることが「よりよく生きる喜び」につながります。

【読者の皆さまへ】
　　「下小ブルーの風に乗って！」は、第２７号をもちまして閉刊することになりました。保護者の皆様、地域の皆様、
読者の皆様には、これまでご愛読いただきありがとうございました。


